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平成 19年度評議員総会開催される 田中会長の挨拶

内
野
　
操
、
岩
武
成
秋
、
三
ツ
木
達
男
、
田
中
文
男
、
掛
川
統
之
、

佐
藤
　
求
、
芝
田
信
子
、
天
野
賢

一
、
松
崎
　
達
、
石
倉
昭

一
、

塚
越
国
雄
、
小
高
英
雄
、
宮
田
征
治
、
長
谷
川
茂
、
湯
元
　
昇
、

岩
崎
繁
夫
、
森
下
健
七
郎
、
矢
萩
　
実
、
斉
藤
　
恵
、
柳
原
政

一
、

大
平
征
徳
、

◆
　
代
理
出
席
者
数

‥
８
名

渋
谷
直
克
、
坂
田
文
男
、

工
藤
寿
人
、
田
中
弘
明
、

◆
　
委
任
状
数
　
‥
１
１
名

関
根
善
昭
、
飯
島
雄
二
、

高
橋
哲
也
、
黒
田
重
晴
、

古
峰
　
孝

〈
口
　
計
　
　
‥
４
０
名

◆
　
理
事
出
席
者
数

‥
２
６
名

。

（７
名
評
議
員

。
重
複
）

田
中
文
男
、
瀬
藤
　
武
、
渋
谷
直
克
、
野
村
善
弥
、
堀
江
伸
子
、

天
野
賢

一
、
塩
谷
壽
子
、
萩
原
健
太
郎
、
加
藤
富
之
、
小
高
英
雄
、

桜
井
勝
伸
、
長
谷
川
茂
、
原
口
隆
裕
、
岩
崎
繁
夫
、
大
倉
　
至
、

小
茂
田
利
孝
、
鎌
田
雅
浩
、
大
石
智
章
、
村
岡
正
巳
、
矢
萩
　
実
、

土
屋
正
昭
、
柳
原
政

一
、
工
藤
寿
人
、
田
中
弘
明
、
仙
波
義
雄
、

岩
井
田
正
昭

◆
　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

‥
４
名

　

（平
成
１
９
年
度
加
盟
）

川
越
山
の
会

（五
十
雀
）

中
島
利

一
、
加
藤
宣
道
、
小
島
　
庸
、
井
上
深
雪

４
　
総
会
次
第
　
　
司
会

。
加
藤
事
務
局
長

（
１
）
開
会
の
言
葉

‥
森
下
副
会
長

規
約
第
２
６
条

・
定
足
数
の
１
／
２
以
上

（４
０
／
５
８
）

に
よ
り
会
議
成
立

（２
）
会
長
挨
拶

‥
田
中
会
長

埼
玉
２
０
０
６
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊

・
小
沢
直
宏
隊
員

に
対
し
黙
祷

（３
）
議
事

（規
約
２
２
条
２
項

。
評
議
員
よ
り
議
長
を
選
出

。
承
認
）

議
　
　
　
長
　
・・

柳
原
評
議
員

（小
鹿
野
山
岳
会
）

議
事
録
作
成
人

‥
　
岩
井
田
理
事

（あ
ゆ
む
山
の
会
）

内
田
達
也
、
内
野
安
登
、
原
口
隆
裕
、

計
良
寿
彦

小
川
　
晃
、
原
　
秀
夫
、
深
沢
　
巧
、

澤
田
正
博
、
平
野
新

一
、
柳
下
明
男
、
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１
号
議
案

二
十
成
１
８
年
度
事
業
報
告

　
　
　
・

●
　
各
委
員
長
よ
り
事
業
報
告

界
缶
連
事
務
局

‥
加
藤
事
務
局
長
／
指
遺
委
員
△
〒
・野
村
委
員
長
、

国
体
委
員
会

‥
長
谷
川
委
員
長
／
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

‥
大
倉

委
員
長
／
選
手
強
化
委
員
会

‥
小
茂
田
委
員
長
／
遭
難
対
策
委
員

〈
下
・瀬
藤
委
員
長
／
海
外
登
山
委
員
会

‥
塩
谷
委
員
長
／
自
然
保

護
委
］晏
バ
人
代
理
￥
一ツ
木
副
委
員
長
／
ジ

ュ
ニ
ア
委
員
会

‥
鎌

田
委
員
長
／
広
報
委
員
会

‥
岩
井
田
委
員
長
／
企
画
委
員
会

‥
村

岡
委
員
長

↓
第
１
号
議
案

二
塁
翡
な
し

。
原
案
通
り
承
認

第
２
号
議
案
↓
‡
蠣
１
８
年
麿
澪
塁
塑
ロ

●
　
加
藤
事
務
局
長
よ
り
決
算
報
告

●
　
特
別
会
計
決
算
報
告

●
　
平
成
１
８
年
度
監
査
報
告

‥
監
事

‥
内
野
安
登

。
佐
藤
　
求

↓
第
２
号
議
案

‥
承
認

第
３
号
議
案

‥
規
約
改
正
に
つ
い
て

●
　
村
岡
理
事
長
よ
り
説
明

１
　
会
長

・
理
事
長

・
事
務
局
長
の
任
期
に
つ
い
て

規
約
第
４
章
１
６
条
の
一
部
改
正

原
案

「
一
期
二
年
、
最
長
三
期
六
年
と
す
る
」

２
　
顧
聞
委
嘱
の
条
件
を
広
げ
る
た
め

規
約
第
４
章
２
０
条
の
一
部
改
正

原
案

「顧
間
は
、
学
識
経
験
者
又
は
会
長
経
験
者
か
ら
…
」

【質
疑
】

大
宮
山
岳
会

・
松
崎
評
議
員

顧
間
に
つ
い
て
の
必
要
性
は

↓
長
い
ス
パ
ン
の
も
の
も
有
る
の
で
、
顧
間
で
補
い
た
い
。

↓
第
３
号
議
案

‥
承
認
　
原
案
と
お
り

第
４
号
議
案

‥
役
員
等
の
一
部
変
史
に
つ
い
て

●
　
村
岡
理
事
長
よ
り
説
明

１
　
１
８
年
度
総
会
で
の
懸
案
事
項

〈
〓　
　
長
　
　
　
田
中
文
男

・
留
任

（浦
和
山
岳
会
）

事
務
局
長
　
　
　
大
倉
　
至

。
新
任

（高
体
連
）

２
　
退
任
等

副
会
長
　
　
　
　
武
井
正
男

。
辞
任

（深
谷
山
岳
会
）

事
務
局
長
　
　
　
加
藤
富
之

・
退
任

（深
谷
山
缶
会
）

３
　
変
更

・
追
加

ジ

ュ
ニ
ア
委
員
長
　
鎌
田
雅
浩

。
新
任

全員
蛭
ｅ

（前
任
の
小
澤
氏
に
代
わ
っ
て
）

関
ブ
ロ
大
会
実
行
委
員
会

・
委
員
長
‥
村
岡
正
巳
・

新
任

（加
須
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

↓
第
４
号
議
案
‥
承
認
　
原
案
と
お
り

第
５
号
議
案
‥
加
盟
団
体
の
入
退
会
に
つ
い
て

１
・
脱
退
　
石
っ
こ
ろ
山
の
会

・
両
神
山
岳
会

２
・
加
盟
　
川
越
山
の
会
　
五
十
雀

３
・
戸
田
山
遊
会
　
休
会
願
い
に
つ
い
て

↓
規
約
に
休
会
制
度
は
な
い
の
で
、
二
月
の
理
事
会
に
委
任
。

●
　
川
越
山
の
会
　
五
十
雀

‥
中
島
会
長
　
・挨
拶

↓
第
５
号
議
案
‥
承
認

第
Ω
号
議
茶
∴
薫
脳
１
９
年
度
事
業
計
画

●
各
委
員
長
よ
り
事
業
計
画
報
告

事
務
局
会
計
担
当

‥
加
藤
事
務
局
／
指
導
委
口具
下
・野
村
委
員
長
／

国
体
委
員
会

‥
長
谷
川
委
員
長
／
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
‥
大
倉

委
員
長
／
選
手
強
化
委
員
会

‥
小
茂
田
委
員
長
／
遭
難
対
策
委
員

会

・・瀬
藤
委
員
長
／
海
外
委
口果
〒

塩
谷
委
員
長
／
自
然
保
護
委

［果
バ
・・（代
理
）
三
ツ
木
副
委
員
長
／
ジ
ュ
ニ
ア
委
［具
〒
・鎌
田
委

員
長
／
広
報
委
員
会

‥
岩
井
田
委
員
長
／
企
画
委
員
会

‥
村
固
委

員
長
／
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
実
行
委
員
会

‥
村
岡
理
事
長

↓
第
６
号
議
案

‥
承
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

第
７
号
議
案
∴
首
脳
１
９
年
厘
予
纂
案

●
　
加
藤
事
務
局
よ
り
年
度
計
画
報
告

・
県
体
協
の
補
助
金
の
制
度
変
更
も
あ
り
、
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

各
会
か
ら
の
会
費
１
万
円
は
、
各
種
負
担
金
の
支
払
い
で
全
額

消
え
る
。
よ
っ
て
他
か
ら
の
収
入
が
無
い
と
予
算
が
立
て
ら
れ

な
い
。

ｏ
４
０
万
円
の
寄
付
金
等
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【質
疑
】
た
ら
つ
ぺ
山
の
会

・
坂
田
評
議
員

会
計
担
当
を
専
任
に
す
る
件
は
ど
う
な
つ
た
か
？

↓
１
９
年
度
よ
り
、
会
計
担
当
者
を
置
く

（担
当
‥
加
藤
富
之
）

【質
疑
】
戸
田
山
の
会

・
岩
崎
評
議
員

選
手
強
化
費
補
助
金
の
会
計
を
一
般
会
計
と
分
け
ら
れ
な
い
か
？

↓
１
９
年
年
度
よ
り
対
応

↓
第
７
号
議
案
‥
承
認

そ
の
他

１
・
田
中
賞
に
つ
い
て
↓
森
下
副
会
長
よ
り
説
明

・

理
事
会
等
で
の
推
薦
も
無
く
、
今
回
は
該
当
者
無
し
。

。
今
後
の
推
薦
無
き
場
合
の
授
賞
者
選
考
に
つ
い
て
要
検
討

２
・
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て

３
・
県
体
縦
走
大
会
に
つ
い
て

４
・
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
加
須
開
催
に
つ
い
て

５
ｏ
日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

６
・
２
０
０
８
高
校
総
体
の
開
催
協
力
に
つ
い
て

（高
体
連
）

議
事
終
了
‥
終
了
に
伴
い
柳
原
議
長
の
任
を
解
く

閉
会
の
挨
拶

‥
森
下
副
会
長

　

会
議
終
了
。

議
事
録
作
成
人
　
山石
井
田
正
昭

（文
　
圭５
　
　
加
藤

｛昌
之開会に先立ち 小澤直宏隊員に対し黙祷を捧げる
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平成 18～ 19年度 埼玉県山岳連盟業務組織図

参与 :井上守司・野井 篤・北千恵吉・井古田忠男
北田紘一「新井宏司 。大野好司

20070415‐一部変更

選手強化委員会 |◎小茂田利孝 ○佐藤 豊

副 会 長

森下健七郎

中田  弘

第62回国民体
育大会 関東
プロック大会
実行委員会

◎委員長 ○副委員長  。理事等

名 誉 会 長

浅見 豊

・計良寿彦  ・岩波孔明 ・堀江伸子
・萩原健太郎
*工藤寿人

監  事

佐藤 求
内野安登

・矢萩 実  。原口隆裕
・牧野忠彦  。松井恒和

クライミンク
゛
委員会

・飯島雄二  ・知久 隆 ・森田啓太
・熊谷 潔  ・ 田中弘明 ・平塚久米男

谷壽子  ○井上 仁
・天野賢―  ・花原美寿
・石橋 修  。加藤富之

理 事 長

村岡正巳

自然保護委員会

・桜井 茂 ・斉藤勝男 ・渋谷直克
。森 良治 。桜井勝伸 ・鈴木正一
。新井宏司 ・内田達也 ・柳下明男
。柳原政一  。仙波義雄  。

ジュニア委員会
田雅浩  〇大石智章

来城西大学山岳部 *埼玉医科大WV部

・関根善昭  。石川浩行 *金子章一
*綱田倫範   *小 池 栄 次  *野 口

正己 ○土屋正昭

*委員会所属の希望のなかった方は、機械的に割 り振 りました。宜しくお願いします。
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平成19年度埼玉県山岳連盟加盟団体  平成1昨朝15日 現在

地区岳
連名

団体名 代表者 派遣理事名
地区岳
連名

団体名 代表者 派遣理事名

l

2

川

口
市

川口市登山同好会 内野 操 花原 美 寿 飯
能
市

りιテヽ膚鯰ワンタ―゙フオーケ
゛
ル 新井 宏司 新井 宏司

グループ・卜・・ピオレ 鈴 木 正 広 烏 辰克 新電元工業山岳部 深田 正博 内 田 達也

3 日産ディーゼル山岳部 岩武 成秋 桜井 茂 所
沢
市

所沢市役所山の会 岩 田 保 男 岩 田 保 男

4
蕨

市 蕨ハイキングクラブ 三ツ木 達男 斉藤 勝男 エコー山の会 酒井 晴夫 平塚久米男

5

6

さ

い
た
ま
市

浦和山岳会 田中 文男 田中 文男
東
松
山
市

東松山山岳会 福田 義夫 原 口 隆裕

浦和渓稜山岳会 掛 川 統 之 瀬藤 武 ボッシュ山岳部 大 澤 靖一 石りll 浩行

7 浦和山友会 関根 善昭 関根 善昭

入
間
地
区

毛呂山山岳会 平野 新一 野口 博

浦和西岳友会 北田 紘一 渋谷 直克 山岳同人埼玉 柳 下 明男 柳下 明男

あゆむ山の会 佐藤 求 野村 善弥 城西大学山岳部 ※ ※

０

　

一　

１

まほろば山岳会 飯島 雄二 飯島 雄二 埼玉医科大学WV部 ※ ※

桜草山の会 芝 田 信 子 堀江 伸子 森の童夢創造センター 横山 伊佐夫 ※

連峰山岳会 天野 賢一 天 野 賢 一 町
11

小川山の会 久保 巧 平沼 伸一

大宮山岳会 松崎 達 塩谷 壽子 市E 戸田山の会 大野 幾雄 岩崎 繁夫

大宮アルパインクラプ 石倉 昭一 萩原健太郎 市薔蓮田山の会 熊谷 潔 熊谷 潔

さいたま市役所山岳部アルピサ 西浦 琢郎 西浦 琢郎

高
体
連

高体連登山専門部・東 森下健七郎 大倉 至

」R大官工場山岳部 小川 晃 知久 隆 高体連登山専門部・西 森下健七郎 Jヽ茂田利孝

我逢人信越山の会 山口 定男 山口 定男 高体連登山専門部・南 森下健七郎 鎌田 雅浩

山と自然を楽しむ会 原 秀夫 ※細田倫範 高体達登山専門部・北 森下健七郎 大石 智章

市押桶川山の会 大久保 孟 森 良治

加
須
市

加須スポーツクライミングクラフ 古峰 孝 村岡 正己

深

谷
市

深谷山岳会 塚越 国雄 加藤 富之 B7(ボルシチ) 矢萩 実 矢萩 実

たらっぺ山の会 森 治男 石橋 修 加須クライミンク
゛
クラフ

゛
・ビナ 斎藤 恵 土屋 正昭

22

23

24

25

熊

谷
市

貫〔′♀アルムハイキンク
・クラフ

゜
小高 英雄 小高 英雄 市薫幸手山岳会 永沼 勇 金子 章 一

壁稜山岳会 官田 征治 桜井 勝伸

単
会
加
盟

本田技研埼玉山岳部 岩波 孔明 岩波 孔明

熊谷山岳会 長谷川 茂 長谷川 茂 Jヽ鹿野山岳会 柳原 政― 柳原 政一

熊谷岳友会 湯本 昇 石り‖ 義仲
MAS(Mountain Athletes

in  Saitama) 大谷 明 佐藤 豊

熊谷山旅会 深沢 巧 竹越 昌信 無名山塾 岩崎 元郎 工藤 寿人

27

28
秩

父

恵流峰会 逸見 昭 = 逸見 昭 = 獨協大学山岳部 ※ ※

吉田山岳会 井上 信太郎 新井 時夫 大官岳稜会 石黒 明 田 中 弘 明

岩桜登高会 小 池 栄 次 小池 栄次 槻岳友会 大平 征徳 仙波 義雄

市奎本庄山の会 高橋 哲也 奥沢 孝寿 ‖越山の会 五十雀 中島 利一 加藤 宣道

市馨越谷市山岳会 黒田 重晴 鈴 木 正 一 h19 石つころ山の会,両神山岳会 脱退

h19 戸田山遊会 休会 (理事会審議)

部春
市 日

東部登高会 原 久三 鈴 木 一美
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平成 19年度第 20回県民総合体育大会山岳競技会 (縦走)報告

競技会場 小鹿野・観音山国体コース

競技期日 平成 19年 4月 22日

今回が最終となる山岳縦走競技が観音山で行われ秋田国体 。選手選考会も兼ねて行われた。

前日に、県岳連役員、小鹿野関係者等でコース整備、会場準備・清掃を行い翌日のレースに備えた。予報の雨対策も行い、

開会当日は村岡理事長、長谷り|1国体委員長ら役員計 20名 が参カロ、県体育協会から来賓として新井様が出席された。

主催者を代表として村岡理事長の挨拶、県体育協会 。新井様のご祝辞があり最終レースが盛大に行われた。

参加選手 15名 であったがラス トランにふさわしく快晴、無風にも恵まれ、歴戦のつわもの、早田、本橋、川嶋選手等

が参加し、かなりの高速レースが予想された。結果は下記の通り、成年男子の奥宮選手による大会新記録が生まれ、優秀

の美を飾つた。

また昨年の同大会で少年男子 2位となつた長谷り|1選手 (県立熊谷高校)が前回の記録を約 9分短縮のリベンジ大激走。

見事優勝し大会に花を添えた。 大会終了後、参加選手、関係者に特大なべ 2杯のとん汁が提供され大変好評だつた。

(調理担当・戸田山の会・岩崎会長/蕨ハイキンク
゛
クラフ

゛
・三ツ木会長)。 ・・・大変後馳走様でした。

県民総合体育大会・役員参加関係者は以下の通り

村岡、天野、長谷川、中井、加藤、柳原、大倉、矢萩、塩谷、土屋、井上、岩崎、三ツ木、佐藤、計良、大石、高岡、小

茂田、瀬藤、岩井田、渋谷、荒井、横田  (計 20名 )他、小鹿野町関係者  敬称略・順不同  文責 岩井田正昭

総合順位 氏  名  所   属 時 間  種  別

【成年男子】 1 位 ◎奥宮 俊祐 陸上自衛隊。大宮  04641  成年男子 ※大会新記録

2 位 ◎早田 俊幸 本田技研工業    0:4725  成年男子

3 位 ◎本橋 和之 東京電力 0:48:03   成年男子

4 位  小河内吉哉 陸上自衛隊 。大宮  05130  成年男子

5 位  川嶋 伸次 東洋大学 05144  成年男子

6 位  斉藤 和英 陸上自衛隊 。大宮  0:5239  成年男子

7 位  斎藤 光広 越生七福神TC   058:19  成年男子

8 位  蓮見 尚希 アルピナ      1:04:12  成年男子

9 位  吉野 聡司 深谷山岳会     1:1325  成年男子

【成年女子】 1 位  丸山 頼子 大宮山岳会     1:35:17  成年女子

【少年男子】 1 位 ◎長谷川 正 県立藤谷高校    05546  少年男子

2 位  町田 尚城 県立小鹿野高校   lЮ050  少年男子

3 位  松本 賢明 県立鴻巣高校    1:13ЮO  少年男子

【少年女子】 1 位 ◎カロ藤 由果 県立小鹿野高校   12643  少年女子

2 位  落合保奈美 県立庄和高校    1:46:28  少年女子

◎ 秋田国体・強化選手決定 (h19・ 5・ 8理事会)

※ 昨年の参考記録 本橋和之選手 05021018.4.23・ 第 19回県民体育大会)

第 20回県民総合体育大会 関係者全員で記念撮影・春爛漫の小鹿野で
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【平
成
１
８
年
度
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
報
告
】

遭
難
対
奉
奮
具
〒

拳
昌
長

　

瀬
藤

武

一
、
期

日１
２
月
　
９
日
　
　
　
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

１
２
月
１
０
日
　
　
　
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
及
び
講
演
会

二
、
場
　
所埼

玉
県
県
民
活
動
セ
ン
タ
ー
三
〇
七
セ
ミ
ナ
ー
室

三
、
内
　
容

昨
年
ま
で
は
、
無
料
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
県
缶
連
の
財
政
や

参
加
者
の
意
識
ア
ツ
プ
を
考
慮
し
、
今
回
は
有
料
参
加
と
し
ま
し
た
。

（参
加
費
　
五
百
円
）
参
加
者
が
集
ま
る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が

ｏ
ｏ
名
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
遭
難
に
対
す
る
意
識
Ω
局
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
医
療
講
習
会
の
内
容
と
し
て
は
、　
一
般
的
な
負
傷
の
手
当
て
、

救
助
連
絡
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
予
定
で
し
た
が
、
参
加
者
と
講
師
の

し
つ
こ
さ

（？
）
で
最
後
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
新
た
に
、
心
肺
蘇
生
法
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
心
肺
蘇

生
講
習
を
行
い
、
以
前
の
講
習
会
参
加
者
や
消
防
署
の
救
急
講
習
を
受
け

た
方
は
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

心
肺
蘇
生
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
教
育
用
の
ビ
デ
オ
と
米
国
ラ
ス
ベ
ガ

ス
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
活
用
ビ
デ
オ
を
見
て
か
ら
講
習
に
入
り
、
蘇
生
率
が
著
し

く
ア
ツ
プ
し
た
こ
と
を
納
得
し
講
習
に
入
り
ま
し
た
。

従
来
方
法
は
、
意
識

・
呼
吸

・
心
臓

・
喉
の
詰
ま
り
の
有
無
を
確
認
し

て
か
ら
２
回
の
呼
吸
後
１
５
回
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
以
下
繰
返
し
で
し
た

が
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
極
力
動
作
を
省
き
速
や
か
な
心
肺
蘇
生
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
恵
講
師
の
ほ
か
に
、
東
京
都
山
缶
運
盟
の
遭
難
対
策
委
員
で

あ
登
邑
亭
さ
ん
に
も
助
手
を
お
願
い
し
、
講
習
の
迅
速
化
及
び
内
容
の
充

実
を
図
り
、
参
加
者
は
忙
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
遊
ん
で
い
る
人
も
無
く

充
分
な
講
習
が
行
え
ま
し
た

（参
加
費
徴
収
の
せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
）。

翌
日
は
、
午
前
中
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
主
に
行
う
人
は
三
分
の
一
引
き

上
げ
シ
ス
テ
ム
の
講
習
を
行
い
、
そ
の
他
の
人
は
搬
送
方
法
の
講
習
を
行

っ
た
。

三
分
の
一
引
き
上
げ
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
参
加
者
に
も
よ
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
出
来
る
人
、
出
来
な
い
人
に
は
つ
き

り
分
か
れ
ま
し
た
。
常
日
頃
の
練
習
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
常
日
頃
か
ら
練
習
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

使
用
機
材
に
関
し
て
も
、
す
ぐ
に
機
材
を
購
入
す
る
人
が
居
ま
す
が
、
シ

ス
テ
ム
原
理
を
理
解
し
そ
の
上
で
山
に
持
っ
て
い
け
る
機
材
を
購
入
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

他
の
講
習
会
で
、
講
習
会
用
に
機
材
を
揃
え
て
も
普
段
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
は
持
っ
て
い
か
な
い
と
一一一一甲
つ
人
も
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
搬
送
方
法
に
つ
い
て
は
、
ザ
ツ
ク
・
細
引
き

・
雨
具
及
び

ツ
ェ
ル
ト
の
搬
送
方
法
を
紹
介
講
習
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
も
の
は

ほ
ん
の
一
例
で
す
。

午
後
か
ら
は
、
埼
玉
県
警
の
秩
匁
警
奮
者
山
缶
救
助
隊
飯
田
副
は
長
よ

り
秩
父
山
糸
の
遭
難
状
況
及
び
遭
難
救
助
ビ
デ
オ
を
含
め
た
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

秩
父
山
糸
で
は
、
中
一員
年

全員
年
９
↓
者
の
遭
難
が
多
く
、
特
に
単
独

行
の
登
山
者
の
遭
難
割
合
多
′ヽ
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
登
山
届
け
が
出

さ
れ
ず
初
期
捜
査
の
遅
れ
発
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
我
‘
缶
連
関
係
者

に
お
い
て
も
単
独
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、　
〓
属
掛
け
る
か
挙
動
を
観
察

す
る
こ
と
も

一
考
か
と
思
わ
れ
れ

そ
の
後
、
今
年
の
救
助
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、
生
々
し
い
負
傷
者
、
緊
迫

し
た
救
助
現
場
に
は
、
参
加
者
も
声
が
出
ず
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

上
映
の
合
間
に
は

「ど
の
様
に
遭
難
し
た
か
」
「な
ぜ
遭
難
し
た
か
」

「登
山
計
画
は
適
切
だ
っ
た
か
」
「ど
こ
が
遭
難
の
分
岐
点
か
」
「そ
の
後

の
対
応
は
」
な
ど
非
常
に
細
か
く
懇
切
丁
寧
な
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
を
含
め
登
山
し
て
い
る
人
の
多
く
が
１
歩
間
違
え
ば
遭
難

と
一言
ユ
争
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
「遭
難
し
な
か
っ
た
か
ら
」
屁
小事
に
帰

っ
て
こ
れ
た
か
ら
」
で
は
な
く
、
「な
ぜ
、
無
事
に
帰
っ
て
来
れ
た
か
」

反
省
会

（，
↓
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
遭
難
が
あ
る
と
遺
族
か
ら
の
民
事
裁
判
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

民
事
裁
判
の
場
合
は
、
リ
ー
ダ
ー
や
所
属
団
体
で
の
登
山
計
画
の
立
案
か

ら
危
険
回
避
の
為
の
対
応
の
有
無
が
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
の

「山
登
り
は
危
険
な
ん
だ
か
ら
し
よ
う
が
な
い
」
は
、
も
は
や

通
用
し
ま
せ
ん
。
又
、
遭
難
者
の
家
族
へ
の
対
応
の
こ
じ
れ
か
ら
裁
判
に

な
る
可
能
性
の
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
充
分
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（記

瀬
じ

※
本
報
告
は
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
会

（兼
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
〈
０

の
工含
果
バ報
告
で
す
。
紙
面
の
都
合
で
今
号
に
て
報
告
い
た
し
ま
ｔ

あ
し
か
ら
ず
御
了
承
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
広
報
委
一果
〒

岩
井
田

ツェル トを利用した搬送方法のシュミレーション 引上げ 1/3の実技講習に椅子の脚を利用してトレーニング
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各都道府県山岳連盟 (協会)会長

同 自然保護委員 様 19年度 日山協発   号

平成 19年  月  日

社団法人 日本山岳協会会長 田中 文男

同   自然保護委員長 若月 東児

平成 19年度 日本山岳協会自然保護委員総会の開催について (通知)

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃より日本山岳協会事業に種々のご協力を

いただき感謝申上げます。

さて、今年度の社団法人 日本山岳協会自然保護委員総会は 2,000mの連山、原生林と渓谷美を誇る奥秩

父山系の山々に囲まれ標高 1,101mに位置し杉や檜の林に包まれた由緒ある三峯神社にて紅葉の素晴らしい

時期に下記の通り開催する事になりました。

つきましては、貴山岳連盟 (協会)から自然保護委員 (又は代理)等の多くの皆様にご出席をお願い致し

ます。

開催スローガン 【綺麗な『空気』『水』『大地』を未来に繋ごう!!】

【奥秩父の原生林と渓谷を守ろう!!】

記

1・ 目  的 登山領域における山岳環境保全のため抱えるさまざまな課題について協議するとともに、各

地域での活動状況について情報交換をおこない、自然保護の重要性を全国に発信する。

2・ 期  日 平成 19年 11月 3日 (土)～ 11月 4日 (日 )

3・ 会  場 〒369-1902 埼玉県秩父市三峰 298-1
三峯神社宿坊 TEL:0494-55-0241(代 )

4・ 主  催 社団法人 日本山岳協会

5。 主  管 埼玉県山岳連盟

6・ 後  援 埼玉県 (予定)、 秩父市 (予定)、 小鹿野町 (予定)、 埼玉新聞社 (予定)、 テレ玉 (テ レビ埼

玉・予定)、 西武鉄道 (予定)、 秩父鉄道 (予定)、 武蔵野銀行 (予定)、 三国コカコーラボ

トリング社 (予定)、 竹の館、サイサン環境基金 (予定)

7・ 会議日程

第 1日    11月 3日 (土)受付・総会・講演会・懇親会

・受  付 11時 50分から13時 00分・・・三峯神社 :興雲閣玄関前

・総  会 13時 10分から16時 00分・・・三峯神社 :報徳殿

・基調講演 16時 10分から17時 30分・・・三峯神社 :報徳殿

☆ 秩父市文化財保護審議委員会・委員長 千嶋 壽氏 (ち しまひさし氏)

☆『奥秩父の自然と風土』・・仮題

・夕  食 19時 00分から21時00分

第2日   11月 4日 (日 )現地視察

・朝 食・・ 7時～ 7時 40分  食事後各視察コースに別れ出発

<正規コース  >霧 藻ガ峰往復 :歩程時間    :約 4時間

<オプション :A>雲取山荘⇔雲取山往復を含み  :歩程時間約 :6時間

<オプション :B>白井差新登山道より両神山往復  :歩程時間約 :5時間 。定員 30名

※ 尚、オプション、A・ Bコァスは有料となります。

8・ 参加費   15, 000円  (交通費は全て参カロ者の自己負担です)

9。 その他   細部は別紙自然保護委員総会開催要項にて確認して下さい。
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【埼
玉
県
山
岳
連
盟
指
導
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
一

１
・
指
潜
言
界
総
〈一
の
安
歪
四

埼
玉
県
山
缶
連
盟
所
属
の
日
本
山
缶
協
会
公
認
指
導
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
岳
連
活
動
に
関
し
、
ビ
理
解

ょ
」協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
平
成
１
９
年
慮
藉
量
百
然
”会

。
研
修
会
を
左
記
の
通
り

開
催
し
ま
す
の
で
お
忙
し
い
中
、
大
変
恐
縮
て
す
が
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
総
会
に
併
設
し
て
指
導
者
研
修
会
を
兼
ね
ま
し
て
、
開
催
致
し

ま
す
０
（４
年
に
１
度
の
指
導
量
臭
新
の
研
修
会
の
一
環
）

時

‥
２
０
０
７
年
６
月
２
４
目

（日
）
１
７
‥
３
０
～
１
９
‥
３
０

所

‥
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
　
６
０
２
会
議
室

容

‥
１
）
指
導
員
総
会
報
告

（予
算
ヽ
行
事
、
指
導
員
制
度
に
つ
い

て
、
日
本
山
岳
協
会
指
導
員
総
会
報
告
）

２
）
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（指
導
員
と
し
て
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
）

２
・
指
導
員
資
格
更
新
に
よ
る
県
岳
連
　
一指
導
員
会
費
納
入
の
お
願
い

（２
０
０
６
年
１
０
月
、
２
０
０
７
年
４
月
更
新
の
皆
様
Э

＊
公
認
ス
ボ
ー
・ツ
指
導
者

「登
録
証
」
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
カ
ー
ド

に
な
り
皆
様
は
送
金
し
て
戴
い
た
事
と
思
い
ま
す
。

（指
導
員
資
格
を
一臭
新
さ
れ
な
い
方
は
野
村
ま
で
、
ご
連
絡
お
願
い
い

た
し
ま
す
）
↑
）の
送
金
に
関
し
て
は
体
育
協
会
と
日
本
山
任
聯
（パ
の

更
新
登
録
費
に
な
り
ま
す
）

＊
碁
缶
連
の
指
導
員
会
費
と
し
て
別
に
、
４
年
に
１
回
２
塁
新
時
で
す
の

で
、
４
０
０
０
円
の
送
金
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
振
込
先
　
一Ｔ
局
記
号

（８
∞
【９

番
号

６
８
ｏ
ｏ
『
「
じ

ホ
リ
エ
ノ
ブ
コ

籍
彗
委
員
会

・
堀
江
さ
ん
の
口
座
に
な
り
ま
す
）

＊
振
込
み
と
同
特
に
登
録
更
新
カ
ー
ド
に
、
該
当
内
容
を
記
載
し
、
所
属

山
缶
会
の
確
認
欄
に
も
記
入
の
上
、
　

野
付
ま
で
同
封
の
封
筒
に
て
、

返
信
お
願
い
し
ま
す
。

＊
振
込
み
確
認
後
、
指
導
委
員
会
　
印
を
押
し
て
日
本
山
置
昴
会
に
・カ

ー
ド
と
登
録
申
請
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
　
指
導
委
ロ
バ
ム
・
委
員
長
　
野
村
善
弥
あ
て

〒
∞
∞ｏ
，ｏ
ｏ
卜
∞
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
大
東

一，５
，∞
ト

，
日
関

ｏ
あ
・８
い
。ド
ざ

Φ
。日
』
　
ぐ
Ｂ
曖
♀
ｇ
・Ｂ
む
》

携

帯
　
８
●
あ
卜
一
，ミ
いｏ
（伝
言
メ
モ
に
伝
言
く
だ
さ
い
）

全
国
高
等
学
校
登
山
大
会
に
つ
い
て

埼
玉
岳
連
総
会
資
料
上
昴
蛭
連
登
山
専
門
部

２

０

０

７

・
４

・
１

５

「登
山
大
会
で
，
ど
ん
な
こ
と
を
競
う
の
？
こ

こ
れ
は
一
般
の
人
か
ら

よ
く
聞
か
れ
ろ
質
問
で
す
。
国
民
体
育
大
会

（通
称

「国
体
し

に
も
同
じ

よ
う
に
登
山
が
あ
り
ま
す
が
，
こ
ち
ら
は

「山
岳
競
技
」
と
い
い
，
決
め

ら
れ
た
地
点
か
ら
次
の
地
点
ま
で
を
い
か
に
速
く
登
る
か
と
い
う
山
缶
マ

ラ
ソ
ン
的
な
競
技
と
，
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
な
る
競
技
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
高
校
総
体
の
登
山
は
，
速
ぎ
を
壺場
つ
も
の
で
な
く
，
登

山
隊
を
編
成
し
て
か
ら
解
散
す
る
ま
で
の
４
日
間
を
通
し
て
¨
置
鼎
峰
工と

し
て
登
山
技
術
・体
力
・知
識
が
ど
れ
ほ
ど
身
に
付
い
て
い
る
か
」
と
い
う

観
点
で
総
合
的
に
審
査
さ
れ
た
結
果
，
優
秀
た
章
赤
いが
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
す
。

成
績
は
他
校
と
の
競
争
に
よ
る
の
で
は
な
く
，
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
テ
ィ

ー
が
日
頃
培
っ
た
実
力
を
い
か
に
発
揮
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
登
山
競
技
と
言
わ
ず

「登
山
大
会
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

審
査
は
，
行
動

（体
力

。
歩
行
）
４
０
点
，
生
活

（装
備

。
設
営
撤
収

・
炊
事
）
２
５
点
，
知
識

（気
象

。
自
然
観
察

・
計
画
記
録
行
救
を
ｏ

３
０
点
，
態
度

（パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ッ
プ

。
マ
ナ
ー
）
５
点
の
配
点
で
，
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
で
評
価
さ
れ
る
と
い
っ
た
，
他
の
競
技
に
は
な
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

参
加
チ
ー
ム
は
パ
ー
テ
イ
ー
を
基
本
に
し
，
１
パ
ー
テ
イ
ー
選
手
４
名

・
監
督
１
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
都
道
府
県
の
代
表
，
男
子
４
６

パ
ー
テ
イ
ー

（沖
縄
県
に
は
登
山
部
が
な
い
の
で
現
在
は
不
出
場
）
を

一

つ
の
隊

（Ａ
隊
）
と
し
，
女
子
４
６
パ
ー
テ
ィ
ー
を

一
つ
の
隊

（Ｂ
隊
）

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
男
子
で
Ａ
隊
と
は
別
に
，
ブ
ロ
ツ
ク
ご
と
に
選
ベ

ら
れ
た
２
３
パ
ー
テ
イ
ー
が

「種
目
男
子
縦
走
」
と
し
て
ひ
と
つ
の
隊

（Ｃ
隊
）
を
構
成
し
て
４
日
間
そ
れ
ぞ
れ
隊
ご
と
に
行
動
を
共
に
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
最
大
１
１
５
パ
ー
テ
ィ
ー
，
５
７
５
名
の
選
手

・
監
晉
が
参
加

す
る
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
に
つ
い
て
は
，
Ａ
隊

・
Ｂ
隊
に
各
６
名
，
Ｃ
隊
に
４

名
の
審
査
目
が
行
動
を
共
に
し
な
が
ら
，
各
パ
ー
テ
イ
ー
を
４
日
間
に
わ

た
っ
て
評
価
し
ま
す
。
こ
の
他
に
，
各
都
道
府
県
の
総
監
督

（１
名
）
の

４
６
名
と
，
次
年
度
開
催
県

（奈
良
県
）
の
大
会
霜
基
（，
コ
ー
ス
視
察
の

方
々
を
合
わ
せ
て
，
約
５
０
名
で

「
コ
ー
ス
視
察
百昌

と
し
て
ひ
と
つ
の

隊

（Ｄ
隊
）
を
編
成
し
て
登
山
行
動
を
す
る
と
と
も
に
，
行
動
中
の
参
加

選
手
を
激
励
し
ま
す
。

一
方
，
こ
の
大
会
は
多
く
の
方
々
に
よ
る
長
年
の
準
備
と
協
力
に
支
え

ら
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
コ
ー
ス
隊
に
は
隊
長

・
副
隊
長
・
班
長

・
副
班
長

・
通
信

・
支
援

・
救
護
等
の
行
動
役
員
の
方
々
，
幕
営
地
で
準

備

・
管
理
す
る
設
営
隊
の
方
々
，
大
会
運
営
本
部
で
運
営
を
支
え
る
救
護

・
通
信

。
支
援
等
の
役
員
の
方
々
，
開
会
式

・
閉
会
式
等
で
大
会
を
縁
の

下
で
支
え
て
く
だ
さ
る
開
催
地

（秩
父
市

・
小
鹿
野
町
）
の
市
町
民
。
職

員
の
方
々
，
埼
玉
県
山
缶
運
盟
，
秩
茎
員
弦
，
秩
父
農
工
科
宝
量
牧
，
小

鹿
野
量
伐
を
は
じ
め
，
県
内
各
高
校
の
教
職
員

・
運
賞
伸
留
貝
・
県
内
登

山
部
Ｏ
Ｂ
。
Ｏ
Ｇ
等
，
総
数
約
６
３
０
名
の
協
力
に
よ
り
今
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

※
本
文
は
評
議
員
総
会
時
の
資
料
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。
広
報
委
員
会

【事
務
局
便
り
】

す
で
に
ご
案
内
の
通
９
、
平
成
１
９
年
度

・
負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
、

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
末
ま
で
に
左
記
に
納
入
・
振
込
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１
・
負
担
金
　
　
　
連
盟
規
約
の
通
り

２
・
納
入
期
限
　
　
平
成
１
９
年
６
月
末

３
ｏ
納
入
先
　
　
ご
案
内
の
通
り

埼
玉
県
山
岳
運
盟
　
△
パ　
長
　
田
中
　
文
男
宛

４
・
問
合
せ
先
　
　
埼
玉
県
山
挿
運
盟
　
事
務
局
　
大
倉
　
至

一Ｔ
り
金
マ
Ｏ
Ｎ
一ヽ
　
ル
化
直
悧
臨
邸
珊
ふ
富
替
呂
肝
罫
管
替
〔
０
，卜
，い０

壼
』
Ｓ
Ｆ
】
【　
〇
卜
∞
０
，い
∞
，一Ｏ
Ｏ
『

谷
日
』
臓
Ｎ８
〓
Ｑ
丘
。
ｒ
Ｆ
８
日
９
８
む
》

【̈
縮卿を手今年佐三二日】

今
年
度
は
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会

（加
須

・
小
鹿
野
）、
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ

（加
須
）、
日
山
協

・
自
然
保
護
委
員
総
会

盆
係
父
・
三
峯
）、

個
人
的
に
は
８
月
の
ナ
ン
ガ
Ｂ
Ｃ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

な
に
や
ら
目
白
押
し
の
大
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
圧
倒
さ
れ
そ
”λ

ま
た
来
年
は

『全
国
員
等
学
校
登
山
大
〈
こ

が
埼
玉
県
で
行
わ
れ
る
と

い
”２

登
山
大
会
に
つ
い
て
の
一昴
体
運
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
が

・
・

こ
れ
が
登
山
の
原
点
か
な
？
と
ふ
と
か
ん
が
え
る
。

広
報
委
自具
〒

岩
井
田
　
正
昭

《
風
景
豊
反
ｙ
〓
Ｌ
静
Ｂ
Ｆ
・８
む
》

内 場 日


